
　

も
と
も
と
は
単
元
ご
と
の
学
習
状
況
の
評
価
の
た
め
の
教

材
で
、今
で
も
評
価
テ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い

の
で
す
が
、「
1
単
元
１
枚
。そ
の
都
度
配
布
で
き
る
。」と
い

う
扱
い
や
す
い
形
態
の
た
め
、単
元
終
了
時
の
確
認
や
、定
期

テ
ス
ト
前
の
復
習
と
し
て
、さ
ら
に
は
急
な
自
習
時
間
用
の
教

材
と
し
て
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

近
年
、学
習
内
容
が
増
加
し
、授
業
で
様
々
な
活
動
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
中
で「
使
う
時
間
が
と
れ
な
い
。使
う

場
面
が
わ
か
ら
な
い
。」と
い
う
先
生
方
の
声
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
で
、こ
の「
白
プ
リ
」を
年
間
の
指
導
の
中
に
う

ま
く
組
み
込
み
、実
験
・
観
察
な
ど
の
様
々
な
活
動
の
時
間
を

確
保
し
つ
つ
、生
徒
の
学
力
を
伸
ば
し
て
い
る
先
生
方
も
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

指
導
計
画
作
成
時
の
ご
参
考
に
、こ
の「
白
プ
リ
」（
以
下

「
単
元
プ
リ
ン
ト
」と
称
し
ま
す
）を
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
る
か
、全
国
の
先
生
方
が
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
学
校
専
用
に
販
売
さ
れ
て
い
る
プ
リ
ン
ト

教
材
、通
称「
白
プ
リ
」。

　
年
間
12
枚
〜
20
枚
程
度
で
、教
科
書
の
単
元

ご
と
に
、基
本
問
題
か
ら
発
展
問
題
ま
で
を
１

枚
の
シ
ー
ト
に
収
め
た
プ
リ
ン
ト
教
材
で
す
。

　
各
学
校
へ
は
、１
年
間
分
の
問
題
用
プ
リ
ン

ト
と
解
説
・
解
答
の
プ
リ
ン
ト
を
１
冊
に
綴
じ

た
見
本
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

授
業
の
幅
が
広
が
る「
白
プ
リ
」活
用
術

主な使用場面（教科別）

国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 合 計

（2012年　一般社団法人全国図書教材協議会の調査による）

 単元ごとに授業で使用する 42.4% 40.3% 51.6% 49.7% 54.3% 48.0%

 単元ごとに宿題で使用する 25.3% 23.2% 19.8% 21.8% 20.9% 22.3%

 テスト前に授業で使用する 17.4% 16.6% 15.9% 14.7% 13.3% 15.4%

 テスト前に宿題で使用する 12.3% 16.1% 8.7% 10.8% 8.4% 11.1%

 その他（自習など） 2.4% 3.7% 3.8% 2.9% 3.1% 3.1%

単元プリントをよく活用している都道府県（採用率）

（2012年　一般社団法人全国図書教材協議会の調査による）

福　井 100.0% 96.9% 94.4% 96.4% 100.0% 97.5%

長　野 85.5% 74.2% 85.7% 98.3% 96.3% 87.8%

石　川 79.4% 84.2% 82.4% 97.2% 86.5% 86.0%

鳥　取 88.9% 52.0% 100.0% 95.8% 73.1% 82.2%

徳　島 94.7% 60.0% 65.6% 90.3% 80.6% 78.2%

栃　木 75.0% 48.6% 69.7% 90.0% 100.0% 76.8%

富　山 73.7% 66.7% 66.7% 90.9% 75.0% 74.7%

新　潟 89.7% 50.9% 66.1% 93.2% 74.5% 74.7%

群　馬 55.2% 75.7% 61.8% 69.0% 85.7% 70.0%

青　森 73.1% 69.4% 59.4% 70.3% 73.1% 68.3%

都道府県 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 合 計



　

解
説
・
解
答
は
、
問
題
と
同
じ
紙
面
に
答
え
や
解
説
が

入
っ
た
「
縮
刷
解
答
」
や
「
本
誌
同
寸
解
答
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

解
説・解
答

　

ま
た
、「
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
」
の
参
考
に
な
る

よ
う
、
問
題
に
は
評
価
の
「
観
点
」
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

評
価
の「
観
点
」

　

単
元
プ
リ
ン
ト
は
、教
科
書
を
参
考
に
し
て（
進
度
、内
容

等
を
教
科
書
に
あ
わ
せ
て
）編
集
し
た
も
の
が
主
流
で
す
。通

常
、Ａ
４
判
・
縦
型（
国
語
は
横
型
）で
、両
面
に
問
題
が

入
っ
て
い
ま
す
。

　

お
も
て
面
が
基
本
問
題
、う
ら
面
が
発
展
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

単
元
プ
リ
ン
ト
と
は

　

基
本
問
題
、発
展
問
題
の
内
容
は
、発
行
し
て
い
る
会
社

に
も
よ
り
ま
す
が
、概
ね
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
も
て
面　

う  

ら
面

お
も
て
面　

う  

ら
面

お
も
て
面　

う  

ら
面

お
も
て
面　

う  

ら
面

教
科
書
の
文
章
の
一
部
を
使
っ
た
読
解
問
題
、

漢
字
な
ど

教
科
書
の
文
章
の一部
や
、教
科
書
の
文
章
と
関

連
し
た
ほ
か
の
文
章
を
使
っ
た
読
解
問
題
。記

述
式
の
問
題
は
、主
に
う
ら
面
で
出
題
さ
れ
る
。

教
科
書
の
太
字
の
用
語
を
中
心
と
し
た
、基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
事
項
の
問
題

資
料
読
み
取
り
、記
述
式
問
題
な
ど
、そ
の
単

元
の
総
合
問
題

計
算
問
題
等
、「
技
能
」の
観
点
を
中
心
と
し

た
基
本
問
題

文
章
問
題
、総
合
問
題
、「
数
学
的
な
見
方
や

考
え
方
」の
観
点
の
問
題
な
ど

教
科
書
の
太
字
の
用
語
を
中
心
と
し
た
、基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
事
項
の
問
題

実
験
・
観
察
を
テ
ー
マ
に
し
た
総
合
問
題
、記

述
式
問
題
な
ど

出
題
内
容

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
の
違
い

　
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
、
単
元
の
中
を
さ
ら
に
細
か

く
区
切
っ
て
い
て
、
作
業
的
な
問
題
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
単
元
プ
リ
ン
ト
は
、

１
単
元
の
内
容
を
１
枚
の
テ
ス
ト
形
式
に
凝
縮
し

て
い
ま
す
。
問
題
文
も
解
答
様
式
も
、
実
際
の
テ

ス
ト
に
よ
り
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
語
　
年
間
12
回
〜
18
回

お
も
て
面　

う  

ら
面

単
語
・
連
語
、基
本
文
を
確
認
す
る「
知
識
・
理

解
」の
観
点
の
問
題

長
文
・
対
話
文
を
読
ん
で
答
え
る
問
題
、英
作

文
問
題
な
ど

英
語
　
年
間
12
回
〜
16
回

社
会
　（
分
野
別
販
売
）年
間
20
枚
程
度

数
学
　
年
間
12
回
〜
16
回

理
科
　
年
間
20
回
前
後

単
元
プ
リ
ン
ト
と
は
？

単元プリント選定時に重視するポイント（複数回答）

重視するポイントとして挙げた先生の割合が最多
重視するポイントとして挙げた先生の割合が第２位

（2012年　一般社団法人全国図書教材協議会の調査による）

新学習指導要領にあっている 11.5 % 22.8 % 12 % 17.3 % 10.6 %

難易度を重視 19.3 % 14.8 % 19.9 % 18.2 % 18.9 %

回数を重視 8.9 % 8.9 % 16.8 % 10.5 % 10.3 %

価格を重視 10.8 % 11.3 % 8.9 % 11 % 11.5 %

観点別評価ができる 8.3 % 9.6 % 12 % 8.9 % 12.6 %

問題の内容・構成がよかった 34.1 % 27.8 % 22.9 % 27.2 % 28.3 %

付属品が充実している 3.8 % 1.8 % 0.7 % 2.3 % 4.7 %

その他 3.4 % 3.1 % 6.9 % 4.4 % 3.2 %

国　語 社　会 数　学 理　科 英　語



単
元
プ
リ
ン
ト
活
用
術【
単
元
終
了
時
】

使用時間の例

納品形態

◆
１
枚
配
布

◆New Horizon の例（英語１年）

◆
２
枚
配
布

50分20～30分

50分

50分

20～30分

30～40分

単元プリント学習 答え合わせやその他の学習

単元プリント学習

問題用紙
１枚目

問題用紙
2枚目

答え合わせ

通常授業 単元プリント学習

解説・解答
１枚目

解説・解答
2枚目

単元ごとの使用方法
　

1
枚（
1
回
）の
実
施
時
間
は
20
分
〜
30
分
程
度
で
す
。１

単
位
時
間
の
授
業
で
、問
題
を
さ
せ
る
だ
け
な
ら
２
枚
、答

え
合
わ
せ
を
し
て
、間
違
え
や
す
い
問
題
を
解
説
す
る
な
ど

し
た
ら
１
枚
配
布
し
て
学
習
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で

す
。１
枚
だ
け
使
う
場
合
は
、前
後
に
別
の
学
習
を
さ
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

使
用
時
間

　

単
元
プ
リ
ン
ト
は
、「
１
ク
ラ
ス
１
回
分
」と
い
う
ま
と
ま

り
で
納
品
さ
れ
ま
す
の
で
、さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
に
対
応
で

き
ま
す
。学
校
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
教
材
で
す
の
で
、ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
な
ど
自
宅
保
管
の
教
材
と
違
い
、必
ず
全
員
で
同

じ
学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

単
元
プ
リ
ン
ト
の
活
用
場
面

　

単
元
プ
リ
ン
ト
は
そ
の
名
の
通
り
、「
教
科
書
の
１
単
元
に

合
わ
せ
て
１
枚
」と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、単
元
が
終
了
し
た

と
き
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
単
元
が
終
わ
る
た
び
に
１
枚
ず
つ
配
布
。
授
業
中

20
分
で
お
も
て
・
う
ら
ま
で
取
り
組
ま
せ
、
残
っ
た

ら
宿
題
に
す
る
。

　
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
き
に
、
注
意
を
喚
起

し
て
お
き
た
い
問
題
や
応
用
問
題
の
解
説
を
口
頭
で

行
う
。
解
説
・
解
答
は
次
の
授
業
時
に
配
布
。

　
定
期
テ
ス
ト
に
出
題
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
問

題
を
出
題
す
る
か
は
決
め
て
い
な
い
。
１
回
の
テ
ス

ト
中
、
自
作
の
問
題
が
80
点
分
、
ワ
ー
ク
と
プ
リ
ン

ト
で
20
点
分
。

 

（
富
山
県　
英
語
・
M
先
生
）

　

単
元
が
終
わ
る
た
び
に
１
枚
配
る
。
半
分
は
授
業

中
に
使
う
。
実
施
時
間
は
15
分
。
解
け
な
か
っ
た
問
題

は
宿
題
に
す
る
。
大
体
う
ら
面
は
残
っ
て
し
ま
う
。

　

答
え
合
わ
せ
は
解
説
・
解
答
を
配
っ
て
自
己
採

点
。
授
業
中
に
全
体
で
解
説
す
る
場
合
も
あ
る
。
宿

題
に
す
る
場
合
は
、
次
の
授
業
で
解
説
・
解
答
を

配
っ
て
答
え
合
わ
せ
す
る
。
問
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
補
足
説
明
を
す
る
。

　
単
元
プ
リ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
、
自
作
プ
リ
ン
ト
の
問

題
を
定
期
テ
ス
ト
に
も
出
題
す
る
。
問
題
形
式
を
変

え
た
り
、
ヒ
ン
ト
の
語
句
を
取
る
な
ど
し
て
、
難
易

度
を
上
げ
て
出
題
す
る
。
定
期
テ
ス
ト
は
2
回
目
な

の
で
、
少
し
難
し
く
し
た
い
。
回
収
・
点
検
は
す
る

が
、
提
出
物
の
評
価
と
し
て
の
み
活
用
す
る
。

（
福
井
県　
社
会
・
H
先
生
）

❶単元終了時に
❷定期テスト前の復習時間に
❸急な自習時間に
❹パフォーマンステストや面
談などの際、自分の順番を
待っている間の学習材料に

１回ごとに配布できる教材で
すので，上記のような使い方
を混ぜて使用されるケースが
多くなっています。

単元プリントの主な使用場面

（2012年　一般社団法人全国図書教材協議会の調査による）

単元ごとに授業で使用する 42.4% 40.3% 51.6% 49.7% 54.3% 48.0%

テスト前に授業で使用する 25.3% 23.2% 19.8% 21.8% 20.9% 22.3%

単元ごとに宿題で使用する 17.4% 16.6% 15.9% 14.7% 13.3% 15.4%

テスト前に宿題で使用する 12.3% 16.1% 8.7% 10.8% 8.4% 11.1%

その他（自習など） 2.4% 3.7% 4.0% 3.0% 3.1% 3.2%

授業で使用 67.8% 63.5% 71.4% 71.5% 75.2% 70.3%

宿題で使用 29.8% 32.7% 24.6% 25.5% 21.7% 26.5%

その他 2.4% 3.7% 4.0% 3.0% 3.1% 3.2%

単元ごと 59.9% 57.0% 67.5% 64.5% 67.6% 63.5%

テスト前 37.7% 39.3% 28.5% 32.5% 29.3% 33.3%

その他 2.4% 3.7% 4.0% 3.0% 3.1% 3.2%

国　語 社　会 数　学 理　科 英　語 合　計

どのようなときに
使用されているか

単元プリントの出題内容 活用例

実際の使用例

Warm-up 
Unit　１ 
Unit　２
　まとめと練習  
　学び方コーナー 
Unit ３  
　まとめと練習  
　Listening Plus 1 
Unit ４  
　Multi Plus 1  
Unit 5  
Unit 6  
　まとめと練習  
　Listening Plus 2 
　Speaking Plus 1 
Unit 7  
　Writing Plus 1 
　Listening Plus 3 
　英語の歌  
Unit 8  
　まとめと練習  
　学び方コーナー 
　Writing Plus 2 
Unit 9  
　Listening Plus 4 
　Speaking Plus 2 
　Multi Plus 2  
Unit 10  
　まとめと練習  
　学び方コーナー 
　Speaking Plus 3 
Unit 11  
　Listening Plus 5 
　Speaking Plus 4 
　Writing Plus 3 
　Let's Read  

教科書の単元
Warm-up 
Unit　１ 
Unit　２～学び方コーナー

Unit ３ ～Listening Plus 1 

Unit ４～Multi Plus 1 

Unit 5
Unit 6～Speaking Plus 1

Unit 7～英語の歌

Unit 8～Writing Plus 2

Unit 9～Multi Plus 2 
 

Unit 10～Speaking Plus 3

Unit 11～Let's Read 
 

be動詞と一般動詞

三人称単数現在形、複数形

現在形と進行形、疑問詞

現在形と過去形  

Unit 5

１時間目

２時間目

３時間目

４時間目

単元プリント

単元プリント

Unit 6

１時間目

２時間目

３時間目

４時間目

まとめと練習

Listening Plus 2

Speaking Plus 1

1
2
3

4

6

7
8

10

11

12

14

15

5

9

13

16



単
元
プ
リ
ン
ト
活
用
術【
定
期
テ
ス
ト
前
】

単
元
プ
リ
ン
ト
は

こ
ん
な
と
き
に
も

◆
授
業
中
に
s
p
e
a
k
i
n
g
テ
ス
ト
な
ど

を
し
て
、
生
徒
に
よ
っ
て
で
き
る
ス
ピ
ー
ド

が
違
う
と
き
、
空
き
時
間
が
で
き
る
の
で
ス

ポ
ッ
ト
的
に
使
用
。
お
も
て
面
を
授
業
で
、

う
ら
面
を
宿
題
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
お
も

て
面
も
残
っ
た
生
徒
は
宿
題
。

◆
１
年
間
で
使
い
切
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

残
っ
た
ら
次
の
学
年
の
最
初
に
取
り
組
ま
せ

る
。
年
度
の
最
初
は
教
科
書
に
入
ら
ず
、
復

習
す
る
の
で
ち
ょ
う
ど
良
い
。

◆
単
元
終
了
ご
と
に
使
う
。
複
数
ク
ラ
ス
が
同

じ
授
業
進
度
に
な
る
よ
う
に
、
調
整
と
し
て

使
用
す
る
。

先生の声

◆授業の流れの例
Warm-up
Unit　１
Unit　２

　まとめと練習
　学び方コーナー

Unit ３
　まとめと練習
　Listening Plus 1

Unit ４
　Multi Plus 1
Unit 5

単元プリント学習　Warm-up／Unit１
単元プリント学習　Unit 2

１学期中間テスト

単元プリント学習　Unit 3
単元プリント学習　Unit 4

単元プリント学習　Unit ６
単元プリント学習　Unit ７

２学期中間テスト

Unit 8
　まとめと練習
　学び方コーナー
　Writing Plus 2

Unit 9
　Listening Plus 4
　Speaking Plus 2
　Multi Plus 2

単元プリント学習　Unit ８
単元プリント学習　Unit ９

２学期期末テスト

Unit 10
　まとめと練習
　学び方コーナー
　Speaking Plus 3

Unit 11
　Listening Plus 5
　Speaking Plus 4
　Writing Plus 3
　Let's Read

単元プリント学習　Unit 10
単元プリント学習　Unit 11

１学期期末テスト

Unit 6
　まとめと練習
　Listening Plus 2
　Speaking Plus 1

Unit 7
　Writing Plus 1
　Listening Plus 3
　英語の歌 

３学期期末テスト

　

定
期
テ
ス
ト
前
に
復
習
の
時
間
を
２
〜
３
時
間
と
り
、そ

の
中
で
取
り
組
ま
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。単
元
プ
リ
ン

ト
を
使
う
理
由
の
一つ
に
、テ
ス
ト
形
式
の
問
題
に
慣
れ
さ
せ

た
い
、と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
先
生
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
定
期
テ
ス
ト
前
の
ふ
り
返
り
の
時
間
に
問
題
練
習

を
さ
せ
る
た
め
に
使
う
。
テ
ス
ト
範
囲
を
単
元
プ
リ

ン
ト
３
〜
４
枚
分
に
合
わ
せ
る
。
ふ
り
返
り
の
時
間

の
１
時
間
に
１
枚
配
布
す
る
。
プ
リ
ン
ト
以
外
の
学

習
も
さ
せ
る
。
１
回
の
テ
ス
ト
範
囲
で
３
枚
か
ら
４

枚
＝
３
〜
４
時
間
は
ふ
り
返
り
の
時
間
を
取
る
。
答

え
合
わ
せ
は
、
解
説
・
解
答
を
配
布
し
て
自
己
採

点
。
絶
対
に
お
さ
え
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
や
間
違
え
や

す
い
と
こ
ろ
を
解
説
す
る
。
単
元
プ
リ
ン
ト
か
ら
定

期
テ
ス
ト
に
出
す
の
は
基
本
問
題
が
多
い
。
た
ま
に

や
り
が
い
の
あ
る
問
題
を
出
題
す
る
こ
と
も
あ
る
。

回
収
・
点
検
は
で
き
る
だ
け
す
る
。
提
出
し
な
い
と

だ
め
と
い
う
意
識
づ
け
を
さ
せ
る
た
め
。

（
青
森
県　
理
科
・
K
先
生
）

　

定
期
テ
ス
ト
前
に
使
用
す
る
。
テ
ス
ト
前
の
週
に

１
枚
ず
つ
に
な
る
よ
う
に
調
整
す
る
。
調
整
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
週
末
の
宿
題
に
す
る
。
授
業

の
ほ
う
が
比
率
は
多
め
。
授
業
で
は
週
１
枚
ず
つ
、
宿

題
と
し
て
は
ま
と
め
て
の
と
き
も
あ
る
。
定
期
テ
ス
ト

の
内
容
と
し
て
、
ワ
ー
ク
と
単
元
プ
リ
ン
ト
の
内
容
を

少
し
ず
つ
取
り
込
み
、
勉
強
し
た
子
が
あ
る
程
度
解

け
る
よ
う
に
、
ま
た
一
度
勉
強
し
た
こ
と
が
定
着
し
て

い
る
か
確
認
す
る
。
全
体
の
問
題
数
の
１
〜
２
割
程

度
。
授
業
で
使
う
と
き
は
答
え
合
わ
せ
ま
で
含
め
て

50
分
。
特
に
記
述
な
ど
は
生
徒
に
解
答
を
黒
板
に
書

か
せ
た
り
も
す
る
。

（
石
川
県　
社
会
・
M
先
生
）

　
単
元
の
学
習
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
最
後
の
授
業
で

使
用
。
授
業
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
。
授
業

中
に
解
説
ま
で
行
う
。
お
も
て
・
う
ら
通
し
て
30
分

で
さ
せ
る
。
そ
の
間
、
机
間
指
導
で
確
認
す
る
。

　
そ
の
後
、
解
説
・
解
答
を
配
布
し
て
自
己
採
点
。

記
述
問
題
も
自
分
で
採
点
さ
せ
る
。
生
徒
の
質
問
に

は
答
え
る
形
に
す
る
。

　
単
元
プ
リ
ン
ト
は
定
期
テ
ス
ト
の
範
囲
と
し
て
提

示
す
る
。
ワ
ー
ク
も
同
じ
。
類
似
問
題
も
出
題
す

る
。
1
0
0
点
満
点
の
素
点
の
み
集
計
。
観
点
別
に

は
評
価
し
て
い
な
い
。 

（
鹿
児
島
県　
国
語
・
I
先
生
）

　

単
元
が
終
わ
る
た
び
に
1
枚
配
る
。
使
用
場
面
は

授
業
中
と
家
庭
学
習
の
半
々
。

　
授
業
で
実
施
す
る
場
合
は
1
問
ず
つ
全
員
で
順
番

に
や
っ
て
い
く
。
１
人
ひ
と
り
解
か
せ
る
場
合
と
、
グ

ル
ー
プ
で
解
か
せ
る
場
合
が
あ
る
。
お
も
て
面
は
と
ば

し
て
う
ら
面
だ
け
を
使
う
場
合
も
あ
る
。
お
も
て
面
は

家
庭
学
習
で
簡
単
に
で
き
る
か
ら
。
家
庭
学
習
で
実

施
す
る
場
合
は
、
次
の
授
業
で
解
説
・
解
答
を
配
っ
て

自
己
採
点
さ
せ
る
。

　

単
元
プ
リ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
の
問
題
を
定
期
テ
ス
ト

に
出
題
す
る
こ
と
は
あ
る
。
全
体
の
３
割
程
度
。
テ
ス

ト
前
に
も
、
も
う
一
度
取
り
組
ま
せ
る
。
回
収
・
点
検

は
す
る
が
、
提
出
物
の
評
価
に
入
れ
る
だ
け
。

（
福
井
県　
数
学
・
I
先
生
）

＊
単
元
が
終
わ
る
た
び
に
１
枚
ず
つ
配
布
。
授
業
の

余
っ
た
10
〜
15
分
で
使
用
。
残
っ
た
分
は
宿
題
に
。

＊
単
元
が
終
わ
っ
た
時
に
配
布
し
て
、
基
本
問
題
の

み
を
さ
せ
る
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
教
科
書
を

見
て
解
か
せ
る
。

＊
単
元
の
学
習
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
最
後
の
授
業
で

使
用
。
単
元
プ
リ
ン
ト
を
使
用
す
る
授
業
で
は
、

最
初
の
15
分
で
リ
ス
ニ
ン
グ
を
さ
せ
る
。
あ
と
の

30
分
で
解
か
せ
る
。

＊
単
元
の
最
後
に
、
１
時
間
で
２
枚
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
と
丁
度
１
時
間
で
終
わ
る
。

＊
単
元
終
了
後
に
小
テ
ス
ト
と
し
て
使
用
す
る
。
全

回
、
同
じ
使
い
方
。
実
施
時
間
は
15
分
〜
20
分
。

＊
単
元
の
終
わ
り
に
使
用
。
１
時
間
の
授
業
の
う

ち
、
半
分
授
業
を
し
て
、
残
り
半
分
で
問
題
を
す

る
時
間
を
と
る
。

＊
単
元
が
終
わ
る
た
び
に
１
枚
使
用
す
る
。
テ
ス
ト

前
に
使
う
と
き
も
あ
る
。
基
本
的
に
単
元
プ
リ
ン

ト
は
、
授
業
と
の
間
を
あ
け
て
、点
検
の
目
的
で
使

う
。（

→←

ワ
ー
ク
は
授
業
の
す
ぐ
後
に
使
用
）
。

＊
単
元
が
終
わ
る
た
び
に
１
枚
ず
つ
配
布
。
全
部
で

最
低
２
回
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。
１
回
目
は
、
授

業
の
余
っ
た
10
分
程
度
で
使
用
。
残
っ
た
分
は
宿

題
に
な
る
。

単元プリント
「be動詞と一般動詞」

を宿題に

単元プリント
「三人称単数現在形、
複数形」を授業中に

単元プリント
「Unit 5」は
宿題に

単元プリント
「現在形と進行形、
疑問詞」を宿題に

単元プリント
「現在形と過去形」を

宿題に

実際の使用例

その他の単元終了時の使用例



単
元
プ
リ
ン
ト
活
用
術【
指
導
の
工
夫
】

単
元
プ
リ
ン
ト
で

勉
強
の
仕
方
を
指
導

　

単
元
プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
定
期
テ
ス
ト
に
出

題
す
る
。
生
徒
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
同
一
問

題
の
と
き
と
そ
う
で
な
い
と
き
が
あ
る
。

　

単
元
プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
定
期
テ
ス
ト
に
出

題
す
る
こ
と
は
、
１
年
生
に
は
勉
強
の
仕
方
を

教
え
る
意
味
も
あ
る
。
授
業
の
後
、
き
ち
ん
と

プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
や
る
こ
と
で
定
期
テ
ス
ト

で
い
い
点
が
と
れ
る
、
と
い
う
こ
と
。

　

１
年
生
の
最
初
は
、
定
期
テ
ス
ト
の
全
問
題

を
ワ
ー
ク
と
単
元
プ
リ
ン
ト
か
ら
出
題
し
て
い

る
。
定
期
テ
ス
ト
中
に
し
め
る
単
元
プ
リ
ン
ト

か
ら
の
出
題
は
、
２
年
生
で
は
３
割
か
ら
４

割
。
３
年
生
で
は
１
割
か
ら
２
割
く
ら
い
。

先生の声

　
与
え
っ
ぱ
な
し
で
は
な
か
な
か
力
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、て
い

ね
い
に
指
導
を
す
る
時
間
も
な
か
な
か
取
れ
な
い
、と
い
う

事
情
も
あ
り
ま
す
。単
元
プ
リ
ン
ト
を
活
用
さ
れ
て
い
る
先

生
方
は
、限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
単
元
の
学
習
終
了
後
、
少
し
間
を
置
い
て
使
う
。

生
徒
が
忘
れ
か
け
て
き
た
こ
ろ
に
、
思
い
出
さ
せ
る

意
味
で
使
う
と
効
果
的
。
授
業
１
時
間
を
ま
る
ま
る

使
う
こ
と
は
な
い
。
時
間
の
あ
る
限
り
さ
せ
て
残
り

は
宿
題
・
休
み
時
間
な
ど
。
全
部
解
答
を
埋
め
る
ま

で
は
受
け
取
ら
な
い
。
白
紙
で
提
出
さ
せ
て
も
全
く

意
味
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
回
収
し
て
集
計
。
お

も
て
面
は
、
関
心
を
は
か
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い

る
。
う
ら
面
の
「
書
く
」
観
点
の
問
題
は
重
宝
し
て

い
る
。 　
　
　
　
（
鹿
児
島
県　
国
語
・
T
先
生
）

　
定
期
テ
ス
ト
前
に
使
用
。
基
本
的
に
は
１
枚
ず
つ
、

授
業
中
に
30
分
く
ら
い
か
け
て
使
う
。
記
述
問
題
に

慣
れ
さ
せ
た
い
。
答
え
合
わ
せ
は
問
題
を
解
い
た
残
り

時
間
で
行
う
。
記
述
だ
け
は
間
違
え
て
も
消
さ
せ
ず
、

み
ん
な
で
答
え
合
わ
せ
す
る
。
記
述
で
で
き
な
か
っ
た

問
題
は
再
度
宿
題
と
し
て
提
出
さ
せ
る
。
定
期
テ
ス
ト

に
は
単
元
プ
リ
ン
ト
か
ら
２
〜
３
割
、
ワ
ー
ク
か
ら
５

〜
６
割
で
、
合
計
８
割
く
ら
い
。
回
収
し
、
一
通
り
点

検
す
る
。
基
本
的
に
は
評
価
に
は
反
映
し
な
い
。

（
石
川
県　
社
会
・
A
先
生
）

　
授
業
で
使
い
、
テ
ス
ト
前
に
実
施
す
る
。
答
え
合

わ
せ
は
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
内
で
行
わ
せ
る
。
（
得
意

な
生
徒
が
苦
手
な
生
徒
に
教
え
る
。
）

　
定
期
テ
ス
ト
に
は
1
、
2
問
程
度
を
出
題
す
る
。

選
択
を
記
述
に
し
た
り
、
聞
き
方
を
変
え
た
り
、
改

題
し
て
出
題
す
る
。
提
出
さ
せ
る
と
意
識
が
内
容
の

理
解
よ
り
も
点
数
に
行
っ
て
し
ま
う
の
で
、
回
収
は

し
て
い
な
い
。
1
問
1
答
形
式
の
問
題
は
大
事
。
授

業
だ
と
さ
ら
っ
と
流
し
て
し
ま
う
場
面
が
多
い
の
で
、

き
ち
ん
と
身
に
つ
い
て
い
る
か
を
確
か
め
や
す
い
。

（
三
重
県　
理
科
・
O
先
生
）

　
2
回
に
1
回
程
度
、
前
の
授
業
の
復
習
と
し
て
、
お

も
て
面
を
授
業
の
初
め
の
5
分
間
で
取
り
組
む
。
答

え
合
わ
せ
は
、
授
業
中
に
と
な
り
同
士
で
さ
せ
る
。
点

数
を
つ
け
て
手
元
に
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
う
ら
面

を
取
り
組
ま
せ
る
。（
お
も
て
面
が
時
間
内
に
で
き
た

生
徒
は
、
先
に
う
ら
面
を
解
い
て
い
る
こ
と
も
。
）

　

単
元
プ
リ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
の
問
題
は
定
期
テ
ス
ト

に
出
題
す
る
。
毎
回
授
業
の
後
に
回
収
・
点
検
を
し
て

い
る
。
き
ち
ん
と
問
題
を
解
い
て
い
る
か
、
い
な
い
か

を
記
録
し
、
評
価
に
含
め
る
。

（
群
馬
県　
理
科
・
T
先
生
）

 

授
業
で
使
用
す
る
と
き
は
お
も
て
面
だ
け
を
生
徒

同
士
で
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
ま
せ
、
交
換
し
て
○

つ
け
を
さ
せ
る
。
中
に
は
考
え
ず
に
聞
い
て
書
く
だ

け
の
生
徒
も
い
る
が
、
何
も
見
な
い
よ
り
は
よ
い
。

と
に
か
く
取
り
組
ま
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ

て
さ
せ
て
い
る
。
定
期
テ
ス
ト
に
は
単
元
プ
リ
ン
ト

か
ら
１
問
は
出
し
、
ワ
ー
ク
・
授
業
で
し
た
問
題
な

ど
を
含
め
て
５
〜
６
割
は
類
似
問
題
を
出
す
。

　
○
つ
け
し
た
も
の
を
、
本
誌
と
解
説
・
解
答
を
セ
ッ

ト
で
回
収
し
、
記
述
問
題
な
ど
が
ど
れ
く
ら
い
書
け
て

い
る
か
確
認
す
る
。
そ
の
後
、
返
却
し
て
き
っ
ち
り

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
よ
う
指
導
し
、
再
度
提
出
さ
せ

る
。
一
見
手
間
が
か
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ

ま
で
指
導
し
て
回
収
す
る
と
、
提
出
物
チ
ェ
ッ
ク
が
す

ご
く
楽
に
な
る
の
で
こ
う
し
て
い
る
。

（
富
山
県　
国
語
・
N
先
生
）

 

定
期
テ
ス
ト
前
に
そ
の
範
囲
の
も
の
を
2
〜
3
枚
ま

と
め
て
使
用
。
自
己
採
点
で
、
問
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
全
体
で
解
説
を
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
回
を
授
業

中
に
実
施
す
る
が
、
宿
題
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
は
、

解
説
・
解
答
も
い
っ
し
ょ
に
配
る
。

 

テ
ス
ト
前
の
数
日
は
単
元
プ
リ
ン
ト
用
の
時
間
に
し

て
、
そ
れ
だ
け
や
ら
せ
る
。
解
き
終
わ
っ
た
生
徒
か
ら

解
説
・
解
答
を
取
り
に
こ
さ
せ
て
、
自
己
採
点
さ
せ

る
。
単
元
プ
リ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
の
問
題
を
定
期
テ
ス
ト

に
出
題
す
る
と
き
は
、
ア
レ
ン
ジ
し
て
類
似
問
題
と
す

る
。
割
合
と
し
て
は
30
点
分
ぐ
ら
い
。
そ
れ
で
平
均
点

は
60
点
ぐ
ら
い
。
回
収
・
点
検
は
し
な
い
。
評
価
に
も

入
れ
な
い
。 

（
福
井
県　
英
語
・
S
先
生
）

＊
定
期
テ
ス
ト
範
囲
前
に
ま
と
め
て
、
解
説
・
解
答

も
一
緒
に
配
布
。
２
〜
５
枚
。

＊
定
期
テ
ス
ト
範
囲
の
発
表
時
に
２
〜
３
枚
ま
と
め

て
配
布
す
る
。
家
庭
学
習
で
取
り
組
ま
せ
る
。

＊
テ
ス
ト
前
の
復
習
と
し
て
、
範
囲
の
も
の
を
配
る
。

2
日
ご
と
に
１
枚
、
１
週
間
に
２
〜
３
枚
。
基
本

的
に
は
宿
題
だ
が
、
自
習
に
使
う
こ
と
も
あ
る
。

＊
テ
ス
ト
前
に
ま
と
め
て
使
用
。
た
だ
し
、
配
り
方

は
生
徒
に
負
担
感
を
与
え
な
い
よ
う
１
日
１
枚
に

し
て
い
る
。
宿
題
と
し
て
渡
し
て
、
翌
日
に
生
徒

が
自
己
採
点
す
る
。

＊
定
期
テ
ス
ト
前
に
そ
の
範
囲
の
も
の
を
ま
と
め
て

使
用
。
テ
ス
ト
前
の
数
日
は
単
元
プ
リ
ン
ト
用
の

時
間
に
し
て
、
1
時
間
に
1
枚
や
ら
せ
る
。

＊
単
元
プ
リ
ン
ト
は
、
定
期
テ
ス
ト
前
に
、
そ
の
範

囲
の
も
の
を
ま
と
め
て
使
う
。
定
期
テ
ス
ト
前
は

教
育
相
談
等
で
自
習
が
多
く
な
る
の
で
、
そ
の
時

間
に
使
う
。

＊
答
え
合
わ
せ
は
基
本
的
に
は
各
自
で
さ
せ
る
。
記

述
問
題
は
説
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。

＊
授
業
中
で
は
、
入
試
に
出
や
す
い
難
問
や
、
授
業

で
扱
わ
な
か
っ
た
実
験
の
問
題
に
つ
い
て
の
解
説

を
行
う
。

＊
教
科
書
を
読
ま
せ
て
か
ら
取
り
組
ま
せ
る
。
10
分

前
に
解
説
・
解
答
を
配
り
、
大
事
な
と
こ
ろ
は
説

明
を
加
え
る
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
個
別
に
教

え
る
こ
と
も
あ
る
。

＊
答
え
合
わ
せ
は
、
口
頭
で
答
え
を
言
っ
て
、
一
つ

一
つ
確
認
し
な
が
ら
行
う
。
そ
の
あ
と
で
解
説
・

解
答
を
配
布
す
る
。

＊
１
時
間
で
、
問
題
を
取
り
組
ま
せ
て
、
解
説
・
解

答
を
配
っ
て
自
己
採
点
し
、
気
に
な
る
問
題
が
あ

れ
ば
指
導
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
終
わ
ら
せ
る
。

＊
宿
題
と
し
て
配
り
、
翌
日
、
授
業
内
で
○
つ
け
し

て
、
間
違
え
た
生
徒
の
多
い
問
題
だ
け
指
導
し
て

い
る
。

＊
答
え
合
わ
せ
は
、
教
師
が
口
頭
で
行
い
、
○
つ
け

さ
せ
る
。
時
間
が
あ
る
と
き
は
生
徒
に
答
え
を
言

わ
せ
た
り
す
る
。
そ
の
後
プ
リ
ン
ト
は
回
収
し

て
、
そ
の
と
き
に
解
説
・
解
答
を
配
る
。

実際の使用例

その他の定期テスト前の使用例

実際の使用例（教師が解説）



教
師
の
自
己
評
価
へ
の

活
用
術

　

お
も
て
の
得
点
と
う
ら
の
得
点
の
平
均
を
出

す
。
こ
れ
が
自
分
自
身
の
指
導
に
つ
い
て
の
ふ
り

返
り
と
な
る
。
今
年
は
１
回
目
か
ら
４
回
目
は

平
均
が
70
点
く
ら
い
あ
っ
た
が
、
５
回
目
６
回

目
に
50
点
く
ら
い
に
な
っ
た
。
教
え
方
に
問
題

点
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
ふ
う
に
ふ
り
返
る
。

先生の声

　
単
元
プ
リ
ン
ト
は
、も
と
も
と
単
元
ご
と
の
評
価
用
問
題

と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
」

の
観
点
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、点
数
を
記
録
し
、学
期

ご
と
や
年
間
の
評
価
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。教
師

用
に
集
計
用
の
ソ
フ
ト
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
い
っ
ぽ
う
、点
数
の
評
価
は
定
期
テ
ス
ト
で
行
い
、単
元
プ

リ
ン
ト
は
回
収
・
点
検
し
て
提
出
状
況
や
解
答
状
況
に
応
じ

て
評
価
に
加
味
す
る
、と
い
う
使
い
方
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、単
元
の
総
復
習
と
し
て
、教
科
書
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
取
り
組
ま
せ
る
場
合
な
ど
で
は
、評
価
に
は
組
み

入
れ
な
い
、と
い
う
使
い
方
も
あ
り
ま
す
。

　
単
元
が
終
わ
る
た
び
に
1
枚
配
る
。
テ
ス
ト
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。
文
法
単
元
は
練
習
用
と
し
て
や

ら
せ
る
。
使
用
場
面
は
授
業
中
。
お
も
て
・
う
ら
通

し
て
20
分
で
解
か
せ
て
い
る
。
単
元
プ
リ
ン
ト
や

ワ
ー
ク
の
問
題
を
定
期
テ
ス
ト
に
は
出
題
し
な
い

が
、
参
考
に
は
す
る
。
回
収
・
点
検
し
て
評
価
に
は

組
み
入
れ
る
。
独
自
の
エ
ク
セ
ル
表
を
使
っ
て
、
観

点
別
に
点
数
を
記
録
す
る
。 

（
福
井
県　
国
語
・
T
先
生
）

　
２
単
元
分
を
終
え
る
ご
と
に
、
授
業
１
コ
マ
を
取

り
、
お
も
て
面
を
2
回
分
ま
と
め
て
テ
ス
ト
す
る
。

16
枚
す
べ
て
を
や
ろ
う
と
す
る
と
時
間
が
厳
し
く
な

る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
際
は
補
欠
授
業
で
テ
ス
ト
を

実
施
。
う
ら
面
は
生
徒
に
自
主
的
に
さ
せ
て
い
る
。

単
元
プ
リ
ン
ト
の
問
題
は
、
問
い
か
け
な
ど
を
ア
レ

ン
ジ
し
て
定
期
テ
ス
ト
に
も
全
体
の
3
割
ほ
ど
出
題

す
る
。
図
版
C
D
も
活
用
し
て
い
る（
特
に
公
民
の

模
式
図
）。
教
科
書
や
ワ
ー
ク
の
内
容
も
出
題
。

　
回
収
・
点
検
を
行
い
、
評
価
に
も
組
み
入
れ
る
。

点
数
を
記
録
し
、
定
期
テ
ス
ト
と
と
も
に
評
点
に
用

い
る
。
う
ら
面
は
全
員
が
必
ず
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
で
き
た
生
徒
は
評
価
に
加
味
す
る
。

（
岩
手
県　
社
会
・
S
先
生
）

　

単
元
終
了
ご
と
に
使
う
。
複
数
ク
ラ
ス
が
同
じ
授

業
進
度
に
な
る
よ
う
に
、
調
整
と
し
て
使
用
す
る
た

め
、
授
業
内
で
取
り
組
む
と
き
も
あ
れ
ば
、
宿
題
と
な

る
と
き
も
あ
る
。
授
業
で
使
う
場
合
は
、
皆
が
よ
く
間

違
え
る
問
題
を
解
説
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
回
収
・
点
検
は
す
る
。
○
つ
け
し
て
い
る
か
、
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
し
て
い
る
か
、
間
違
っ
た
問
題
を
訂
正
し
て

い
る
か
、
解
説
・
解
答
の
補
充
問
題
ま
で
し
て
い
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
し
て
い
た
ら
1
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ
ス

の
よ
う
に
評
価
に
加
味
し
て
い
る
。

（
富
山
県　
理
科
・
Y
先
生
）

＊
回
収
し
て
、
生
徒
各
自
の
学
習
状
況
に
つ
い
て
追

跡
調
査
を
行
う
。
自
己
復
習
な
の
で
、
評
価
の
と

き
は
点
数
は
見
な
い
。
提
出
の
有
無
の
み
。

＊
回
収
も
点
検
も
行
う
。
評
価
に
は
使
わ
な
い
が
、

定
期
テ
ス
ト
の
練
習
と
い
う
こ
と
で
、
評
価
に
は

つ
な
が
っ
て
い
る
。

＊
回
収
・
点
検
は
す
る
。
問
題
を
き
ち
ん
と
解
い
て

い
れ
ば
プ
ラ
ス
１
点
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
な
け

れ
ば
０
点
と
し
て
評
価
に
加
算
す
る
。

＊
回
収
し
た
も
の
を
観
点
別
に
集
計
。
定
期
テ
ス
ト

等
で
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
観
点
の
補
足
と
し
て
使

う
こ
と
が
多
い
。

＊
素
点
の
み
集
計
。
そ
れ
を
５
〜
２
の
数
字
に
換
算

し
て
反
映
す
る
（
70
点
以
上
＝
５
、
69
〜
50
点
＝

４
、
49
〜
30
＝
３
、
29
〜
＝
２
）
。
評
価
材
料
全

体
に
対
す
る
割
合
は
、
２
〜
３
割
が
単
元
プ
リ
ン

ト
の
点
数
。

＊
素
点
を
も
と
に
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
評
価
す
る
。
「
関

心
・
意
欲
・
態
度
」
の
評
価
と
し
て
使
う
こ
と
が

多
い
。

＊
回
収
・
点
検
、
評
価
は
し
て
い
な
い
。
定
期
テ
ス

ト
に
同
一
問
題
や
類
題
を
出
す
の
で
、
そ
こ
で
生

徒
が
理
解
で
き
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

＊
１
枚
ず
つ
配
る
ご
と
に
回
収
す
る
。
黒
板
に
袋
を

貼
り
付
け
て
お
い
て
、
そ
こ
に
入
れ
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
。
点
検
結
果
は
、
き
ち
ん
と
解
い
て
提
出

し
た
か
ど
う
か
の
み
を
記
録
し
、
評
定
に
加
味
す

る
。
（
生
徒
に
さ
ぼ
ら
ず
取
り
組
ま
せ
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、
提
出
し
な
け
れ
ば
評
価
を
マ
イ
ナ

ス
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。）

＊
回
収
は
特
に
し
な
い
が
、
授
業
中
に
そ
の
場
で
点

検
し
て
は
ん
こ
を
押
し
て
い
る
。

＊
回
収
・
点
検
を
し
、
間
違
っ
た
生
徒
の
多
い
問
題

は
授
業
で
指
導
す
る
こ
と
も
あ
る
。

＊
回
収
・
点
検
し
て
評
価
に
組
み
入
れ
る
。
自
作
の

エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
点
数
も
観
点
別
に

記
録
し
て
い
る
。

＊
宿
題
で
や
ら
せ
た
場
合
の
み
、
回
収
・
点
検
を

し
、
提
出
物
の
評
価
に
入
れ
る
。
特
に
、
記
述
問

題
を
ど
う
答
え
て
い
る
か
は
し
っ
か
り
確
認
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

＊
生
徒
全
員
に
つ
い
て
回
収
・
点
検
を
す
る
。回
収
・

点
検
の
目
的
は
、漢
字
の
誤
字
の
チ
ェ
ッ
ク
。評
価

に
は
組
み
入
れ
な
い
。答
え
合
わ
せ
（
○
つ
け
）
は

生
徒
自
身
に
赤
ペ
ン
で
さ
せ
て
い
る
が
、
誤
字
を

見
落
と
し
て
い
る
の
で
、
自
分
が
青
ペ
ン
で
訂
正

す
る
。（
て
い
ね
い
に
見
て
い
る
時
間
は
な
い
の

で
、
誤
字
だ
け
ざ
っ
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。）早
く
で

き
た
生
徒
の
分
は
、そ
の
時
間
内
に
点
検
す
る
。宿

題
に
な
っ
た
生
徒
の
分
は
、
次
の
授
業
で
提
出
さ

せ
、
生
徒
が
次
の
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る

間
に
点
検
す
る
。

解
説・解
答
の
活
用

　
単
元
プ
リ
ン
ト
の
解
説
・
解
答
は
、
問
題
や
答

え
方
の
ポ
イ
ン
ト
、
記
述
問
題
の
解
答
例
や
採
点

基
準
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
解
説
・
解
答
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
教
師
が
直

接
指
導
す
る
時
間
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
同

一
学
年
を
複
数
の
教
師
が
担
当
す
る
場
合
な
ど

は
、
教
師
間
の
指
導
の
バ
ラ
つ
き
を
抑
え
る
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

単
元
プ
リ
ン
ト
活
用
術【
点
検
・
評
価
】

実際の使用例（点検・評価）その他の使用例



　
単
元
の
学
習
の
終
わ
り
に
、
単
元
テ
ス
ト
と
し
て

使
用
。
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
な
ど
主
要
単
元
を
中
心

に
、
16
枚
の
う
ち
半
分
程
度
を
こ
の
用
途
で
使
用
。

残
り
は
宿
題
な
ど
に
回
す
。
生
徒
が
解
く
時
間
は
お

も
て
・
う
ら
合
わ
せ
て
25
分
を
基
準
に
、
で
き
な
い

子
が
い
た
ら
30
分
に
伸
ば
す
。
残
り
の
時
間
で
答
え

合
わ
せ
・
解
説
。
解
説
・
解
答
を
配
布
し
、
自
己
採

点
が
基
本
。
難
問
の
み
解
説
。
記
述
に
関
し
て
は
、

回
収
後
に
自
分
が
採
点
す
る
こ
と
が
多
い
。
単
元
プ

リ
ン
ト
の
類
似
問
題
は
、
定
期
テ
ス
ト
に
出
題
す

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
や
、
知
識
定
着
の
確
認
が
で
き
る
。
ワ
ー
ク

な
ど
か
ら
も
同
じ
。
類
似
問
題
の
割
合
は
、
そ
れ
ら

の
教
材
を
合
わ
せ
て
２
〜
３
割
程
度
。
授
業
で
実
施

し
た
も
の
は
回
収
し
、
評
価
に
組
み
入
れ
る
。
自
分

で
エ
ク
セ
ル
の
表
を
作
り
、
観
点
ご
と
に
集
計
を
し

て
い
る
。
評
定
に
は
反
映
す
る
が
、
補
助
的
に
使

う
。
あ
く
ま
で
評
価
は
定
期
テ
ス
ト
中
心
。
定
期
テ

ス
ト
で
は
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
観
点
（
「
書
く
」

「
言
語
」
な
ど
）
に
つ
い
て
、
単
元
プ
リ
ン
ト
の
点

数
を
参
考
に
す
る
。

（
岩
手
県　
国
語
・
O
先
生
）

　
中
学
校
の
学
習
指
導
上
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

定
期
テ
ス
ト
。
定
期
テ
ス
ト
前
の
復
習
の
た
め
や
、
テ

ス
ト
の
問
題
形
式
に
慣
れ
る
た
め
の
使
用
方
法
を
、
先

に
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
普
段
の
学
習
の
成
果
を
発
揮
し

や
す
く
す
る
た
め
に
、
単
元
プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
定
期

テ
ス
ト
に
出
題
す
る
、
と
い
う
使
い
方
も
よ
く
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
資
料
活
用
問
題
な
ど
、
自
作
し
に
く
い

問
題
を
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
単
元
が
終
わ
る
た
び
に
1
枚
ず
つ
、
授
業
中
の
単

元
テ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
せ
る
。
お
も
て
面
は
必
ず

さ
せ
る
。
10
分
〜
15
分
で
。
う
ら
面
は
や
ら
な
い
場

合
も
あ
り
、
や
る
場
合
は
お
も
て
と
合
わ
せ
て
20
分

取
る
。
全
回
や
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
間
の
都
合
上

と
ば
し
た
回
は
宿
題
と
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
は
、

ち
ゃ
ん
と
や
っ
た
か
ど
う
か
、
翌
日
の
授
業
前
に
5

分
間
の
ミ
ニ
テ
ス
ト
で
確
認
す
る
。
単
元
プ
リ
ン
ト

の
問
題
は
、
問
い
か
け
な
ど
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
定
期

テ
ス
ト
に
も
全
体
の
過
半
数
は
出
題
す
る
。
ま
た
、

資
料
集
の
資
料
を
用
い
た
問
題
も
テ
ス
ト
で
出
題
し

て
い
る
。
回
収
・
点
検
と
も
に
行
い
評
価
に
も
組
み

入
れ
る
。
点
数
を
記
録
し
、
定
期
テ
ス
ト
と
と
も
に

評
点
に
用
い
る
。 

（
岩
手
県　
社
会
・
S
先
生
）

＊
定
期
テ
ス
ト
に
出
題
し
て
い
る
。
主
に
資
料
読
み

取
り
問
題
は
手
作
り
し
に
く
い
の
で
よ
く
出
題
す

る
。
１
回
の
定
期
テ
ス
ト
に
つ
き
、
５
〜
10
題

で
、
10
〜
20
点
分
。

＊
定
期
テ
ス
ト
に
は
、
図
の
あ
る
問
題
や
、
思
考
力
を

要
す
る
問
題
を
単
元
プ
リ
ン
ト
か
ら
出
題
す
る
。

＊
定
期
テ
ス
ト
に
は
単
元
プ
リ
ン
ト
の
う
ら
面
の
問

題
を
半
分
く
ら
い
は
出
題
す
る
。
問
題
レ
ベ
ル
は

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
応
用
問
題
が
多
い
。

＊
単
元
プ
リ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
か
ら
定
期
テ
ス
ト

に
出
題
す
る
。
単
元
プ
リ
ン
ト
と
ワ
ー
ク
の
両
方

に
出
て
い
る
問
題
を
優
先
的
に
出
題
す
る
。
選
択

肢
の
順
番
を
入
れ
替
え
る
な
ど
し
て
出
題
す
る
。

テ
ス
ト
作
成
と
著
作
権

教
材
作
成
と
著
作
権

　

単
元
プ
リ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
問
題
の

一
部
を
定
期
テ
ス
ト
に
出
題
す
る
こ
と
は
、
著

作
権
法
上
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
著
作
物
を
自

由
に
使
え
る
場
合
の
例
と
し
て
、
著
作
権
法
第

36
条
に
「
試
験
問
題
と
し
て
の
複
製
等
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

著
作
権
法
第
35
条
「
学
校
そ
の
他
の
教
育
機

関
に
お
け
る
複
製
等
」
と
し
て
、
授
業
の
過
程

で
使
用
す
る
た
め
に
著
作
物
を
複
製
し
て
利
用

す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
販
売
さ

れ
て
い
る
図
書
教
材
を
複
製
（
そ
の
ま
ま
コ

ピ
ー
し
た
り
、
テ
ス
ト
以
外
の
自
作
教
材
に
問

題
を
取
り
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
）
し
て
使
用
す

る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
著
作
権
者
（
出
版

社
）
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
複
製
し
て
ご
使

用
に
な
り
た
い
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
著
作
権
者
（
出

版
社
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　単元プリントには，テスト作成時などに自由に使える図版データを収録した教師用CD-ROMが，無料でついてくるものが
多くあります。図版以外にも，テスト作成などに使える素材が収録されているものもあります。これらのデータを，自作テス
ト作成に活用している先生方もたくさんいらっしゃいます。

単
元
プ
リ
ン
ト
活
用
術【
定
期
テ
ス
ト
へ
つ
な
ぐ
】

図版集の利用

教師用CD-ROMスタート画面 収録図版選択画面　 図版加工画面

問題プリント作成機能のついたものもあります。
問題を選ぶだけで，右下のような問題プリントが簡単に作成できます。

問題番号を入力するだけで，小テストが作成できます。

図版の加工もできます。

実際の使用例その他の定期テストへの使用例



　

い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
使
用

す
る
時
間
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
「
単
元
プ
リ
ン
ト
を
使
う
か
ど
う
か
」

と
い
う
こ
と
の
み
に
目
が
行
っ
て
し
ま
う
と
、
「
時
間

が
取
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

単
元
プ
リ
ン
ト
を
活
用
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
先

生
方
は
、
単
元
プ
リ
ン
ト
を
年
間
の
指
導
計
画
の
中
に

し
っ
か
り
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
実
験
・
観
察
な
ど
時
間
の
か
か
る
学
習
活
動

が
多
い
理
科
の
場
合
な
ど
、
単
元
プ
リ
ン
ト
を
活
用
し

て
い
る
先
生
方
は
、
教
科
書
外
の
実
験
や
観
察
も
行
う

な
ど
、
実
験
・
観
察
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
理
科
学
習
へ
の
動
機
付
け
、
学
習
内
容
の
理
解
促
進

は
実
験
・
観
察
を
中
心
に
し
、
学
習
内
容
の
定
着
や
定

着
度
の
確
認
に
は
単
元
プ
リ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
図

書
教
材
を
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
校
で
理
科
を
指
導
さ
れ
て
い
る
滝
田
昌
弘
先
生
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。（
現
在
・
３
年
生
を
ご
担
当
）

◆
使
用
場
面

　

３
年
生
で
は「
力
の
は
た
ら
き
」「
物
体
の
運
動
」な
ど

小
単
元
が
終
了
し
た
と
き
に
単
元
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し

て
い
る
。そ
こ
で
、
重
要
語
句
や
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、

定
期
テ
ス
ト
に
備
え
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
。２
分
野

の
「
遺
伝
」
な
ど
基
礎
を
覚
え
る
こ
と
が
重
要
な
単
元
で

は
、
宿
題
と
し
て
単
元
プ
リ
ン
ト
を
配
付
す
る
こ
と
が

多
い
。「
仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」や「
酸
・
ア
ル
カ
リ
と
イ

オ
ン
」な
ど
、
計
算
や
化
学
反
応
式
・
イ
オ
ン
式
な
ど
が

中
心
と
な
る
単
元
で
は
、
授
業
の
中
で
補
充
的
に
取
り

組
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
。時
に
は
、
定
期
テ
ス
ト
前
に
配

付
し
て
復
習
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
単
元
プ

リ
ン
ト
の
使
用
は
、
学
習
内
容
と
プ
リ
ン
ト
の
内
容
を

見
て
、決
め
て
い
る
。

◆
使
用
方
法

﹇
授
業
で
使
用
す
る
場
合
﹈

　

授
業
の
最
初
に
単
元
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
、早
く
で
き

る
生
徒
、時
間
が
か
か
る
生
徒
と
解
答
時
間
に
差
は
あ
る

が
、
30
分
程
度
で
取
り
組
ま
せ
る
。問
題
を
解
き
終
わ
っ

た
生
徒
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、ア
ド
バ
イ
ス
や
ポ
イ
ン
ト
の

補
足
を
し
た
後「
解
説
・
解
答
」を
渡
し
て
い
る
。

﹇
宿
題
と
し
て
単
元
プ
リ
ン
ト
を
配
付
す
る
場
合
﹈

　

単
元
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
た
次
の
授
業
で
、「
解
説
・

解
答
」を
配
付
し
、自
己
採
点
を
し
て
提
出
さ
せ
る
。

自
作
教
材
と
図
書
教
材

　

先
生
の
手
作
り
教
材
の
良
さ
は
あ
り
ま
す

が
、
問
題
作
成
か
ら
編
集
・
校
正
ま
で
一
貫
し

て
教
材
制
作
を
専
門
に
扱
う
会
社
が
発
行
し
て

い
る
図
書
教
材
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
標
準
的

な
難
易
度
の
目
安
が
わ
か
り
、
指
導
内
容
の
も

れ
や
偏
り
も
防
ぎ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
必
要
十
分
な
教
材
を

す
べ
て
自
作
す
る
に
は
た
い
へ
ん
な
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
多
い
で
す
の
で
、
図
書
教
材
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
授
業
準
備
や
生
徒
指
導
の
時

間
を
確
保
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

単
元
プ
リ
ン
ト
活
用
術【
年
間
指
導
計
画
】

応
用
問
題
と
し
て
の
活
用
例

　

単
元
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
応
用
問
題
を
お
さ

え
さ
せ
て
い
る
。
国
語
・
光
村
１
年
：
５
回

（
弊
社
版
）
の
「
大
丈
夫
」
の
意
味
の
問
題

は
、
ワ
ー
ク
に
も
教
科
書
に
も
出
て
こ
な
い

が
、
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
、
と
気
づ
か
せ
て

く
れ
る
問
題
だ
っ
た
。

先生の声

実
践
紹
介
　
茨
城
県
桜
川
市
立
桃
山
中
学
校

◆
回
収
・
チ
ェ
ッ
ク
・
評
価

　

授
業
の
中
で
補
充
的
に
取
り
組
ま
せ
た
り
、
宿
題
と

し
て
使
用
し
た
時
に
は
、チ
ェ
ッ
ク
は
す
る
が
、点
数
で

評
価
す
る
の
で
は
な
く
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
の
評

価
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。何
も
見
ず
に
取

り
組
む
生
徒
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
確
認
し
な
が
ら
取

り
組
む
生
徒
と
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
定
期
テ
ス
ト
に
向

け
た
学
習
や
基
礎
・
基
本
の
定
着
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
評
価
し
て
い
る
。

　

定
期
テ
ス
ト
に
は
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
単
元
プ
リ
ン

ト
に
関
連
付
け
た
問
題
を
出
題
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
単
元
プ
リ
ン
ト
を
繰
り
返
し
学

習
す
る
こ
と
で
、
単
元
で
重
要
な
基
礎
・
基
本
事
項
を

押
さ
え
な
が
ら
、実
力
を
高
め
て
自
信
を
持
た
せ
、定
期

テ
ス
ト
に
臨
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他

　

中
学
校
の
学
習
で
は
、
学
校
行
事
な
ど
と
の
兼
ね
合

い
で
、
学
習
の
進
度
が
年
間
指
導
計
画
通
り
に
進
ま
ず
、

遅
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。そ
の
た
め
、
学
習
内
容

を
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
意
味
も
あ
り
、
授
業
で
は
年

間
指
導
計
画
通
り
に
進
め
、
学
習
内
容
の
定
着
に
向
け

て
は
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
単
元
プ
リ
ン
ト
で
押
さ
え
る

こ
と
で
、補
充
を
す
る
よ
う
な
使
用
も
し
て
い
る
。

　

単
元
プ
リ
ン
ト
は
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
同
様
に
取
り

組
む
と
、学
習
の
定
着
に
効
果
的
で
あ
っ
た
の
で
、今
後

も
効
果
的
に
単
元
プ
リ
ン
ト
を
扱
っ
て
い
き
た
い
。

茨城県桜川市立桃山中学校

　雄大な筑波山の懐に抱かれ，豊かな自然
に囲まれた中学校です。学校林を有し，みど
りの少年団活動を進めています。また，文武
両道を目指し，学び合い学習と部活動に力を
入れています。

住所：〒300-4416
　　  茨城県桜川市真壁町伊佐 1々58
電話：0296-55-0157
校訓：「正しく　たくましく　美しくあれ」

◆
単
元
内
容
を
基
本
か
ら
発
展
ま
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

復
習
と
確
認
、評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
「
（
教
科
書
の
）１
単
元
１
枚
、
そ
の
都
度
配
布
可

能
」
な
教
材
の
た
め
、使
用
場
面
の
融
通
が
利
く
。

◆
標
準
的
な
問
題
構
成
な
の
で
、
指
導
内
容
の
も
れ

や
偏
り
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
標
準
的
な
問
題
構
成
で
詳
し
い
解
説
・
解
答
が
つ

い
て
い
る
た
め
、一
学
年
を
複
数
の
教
師
で
分
担
し

て
指
導
す
る
場
合
な
ど
、
バ
ラ
つ
き
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

◆
テ
ス
ト
作
成
用
素
材
集
や
、
評
価
集
計
ソ
フ
ト
な

ど
が
利
用
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

◆
１
時
間
１
時
間
の
授
業
の
ね
ら
い
を
明
確
に
し
、生

徒
の
動
機
付
け
か
ら
学
習
内
容
の
理
解
促
進
、
定

着
と
確
認
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
、
指
導

方
法
を
授
業
に
組
み
込
む
。そ
の
中
で
、復
習
の
時

間
に
つ
い
て
、い
つ
、ど
れ
く
ら
い
確
保
す
る
か
。

ま
と
め

単
元
プ
リ
ン
ト
の
利
点

単
元
プ
リ
ン
ト
活
用
術
　
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト

メ
リ
ハ
リ
あ
る
授
業
計
画
の
立
案
を
！

自
身
の
指
導
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、

使
用
場
面
・
事
後
学
習
・
点
検
・

評
価
の
計
画
を
！



　

こ
の
中
学
校
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
授
業
改
善

プ
ラ
ン
」
を
毎
年
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

「
評
価
の
工
夫
」
と
し
て
、

「
学
習
単
元
ご
と
に
形
成
的
な
評
価
を
行
う
と
と
も
に

観
点
別
評
価
を
細
分
化
し
て
、
生
徒
に
対
す
る
学
習
成

果
通
知
の
具
体
性
を
高
め
る
。
」
（
平
成
26
年
度
）

と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
践
に
つ
い
て
、
先
生
方
の
お
話
を
お
聞
き
し
、

①
単
元
プ
リ
ン
ト
の
役
割
、
活
用
方
法
、
学
習
効
果

②
副
教
材
メ
ー
カ
ー
の
単
元
プ
リ
ン
ト
で
は
、
カ
バ
ー

で
き
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と

③
こ
れ
か
ら
の
単
元
プ
リ
ン
ト
の
課
題
、
方
向

を
、
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
ど
の
よ
う
な
単
元
プ
リ
ン
ト
を
、
現
在
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

★
以
前
の
先
生
方
は
、
自
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

今
は
、
副
教
材
メ
ー
カ
ー
の
単
元
プ
リ
ン
ト
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
校
の
た
め
、
３
学
年
の
す

べ
て
の
単
元
の
プ
リ
ン
ト
を
、
国
語
科
の
場
合
、
自

作
す
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
い
か
ら
で
す
。

○
単
元
プ
リ
ン
ト
を
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？

実
践
紹
介
　
単
元
プ
リ
ン
ト
を
活
用
し
た
形
成
的
評
価
の
取
り
組
み 

【
東
京
都
の
区
立
中
学
校
】

国
語
科

英
語
科

★
単
元
ご
と
に
、
最
後
の
場
面
（
２
単
位
時
間
）
で
、

評
価
テ
ス
ト
と
し
て
使
い
ま
す
。

　

①
１
単
位
時
間
は
、
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
両

面
、
完
全
な
テ
ス
ト
形
式
で
解
か
せ
る
。
実
施
時

間
（
配
布
、
生
徒
が
問
題
を
解
く
実
時
間
、
回

収
）
は
40
分
程
度
。
早
く
で
き
た
生
徒
に
は
、
挙

手
さ
せ
、
漢
字
な
ど
の
自
習
課
題
を
与
え
る
。

　

②
採
点
は
自
分
（
先
生
）
が
、
す
べ
て
行
う
。

　

③
次
の
１
単
位
時
間
で
は
、
前
半
に
、
こ
の
副
教
材

に
付
属
し
て
い
る
「
聞
き
取
り
テ
ス
ト
」
を
実
施

す
る
。
そ
の
あ
と
、
こ
の
単
元
プ
リ
ン
ト
の
採
点

答
案
と
解
説
・
解
答
を
生
徒
に
渡
す
。
裏
面
の

「
書
く
」
の
２
問
に
つ
い
て
、
て
い
ね
い
な
事
後

指
導
を
行
う
。

○
緊
密
な
指
導
計
画
の
中
で
、
２
単
位
時
間
を
、
単
元

プ
リ
ン
ト
に
あ
て
る
の
は
、
と
て
も
ご
苦
労
の
あ
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
…
…
。

★
確
か
に
大
変
で
す
が
、
「
書
く
」
の
２
問
を
て
い
ね

い
に
指
導
す
る
こ
と
で
、
学
力
調
査
の
「
活
用
」
の

結
果
（
正
答
率
）
は
、
と
て
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
単
元
プ
リ
ン
ト
を
重
視
さ
れ
る
理
由
、
定
期
テ
ス
ト

と
の
関
係
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

★
当
校
は
２
期
制
で
、
定
期
テ
ス
ト
は
、
年
間
４
回
で
す
。

　

定
期
テ
ス
ト
に
出
題
で
き
る
範
囲
（
学
習
材
、
学
習

内
容
）
は
限
ら
れ
ま
す
。

　
　

単
元
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
形
成
的
評
価
の
重
要
な

点
は
、
そ
の
単
元
の
学
習
後
、
す
ぐ
に
実
施
、
評
価

で
き
る
点
で
す
。
そ
の
結
果
は
、
次
の
単
元
の
授
業

改
善
に
反
映
で
き
ま
す
。

○
今
お
使
い
の
単
元
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ご
採
用
に

な
っ
た
理
由
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

★
１
社
に
固
定
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
年
度
ご
と
の

使
用
結
果
を
踏
ま
え
、
毎
年
て
い
ね
い
に
比
較
・
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
　

や
は
り
、
「
読
む
」
（
最
も
多
い
部
分
）
の
問
題

の
質
が
良
く
な
け
れ
ば
採
用
し
ま
せ
ん
。

　
　

そ
れ
を
前
提
に
し
て
、
今
年
、
採
用
し
て
い
る
も

の
は
、
お
も
て
面
に
「
語
句
」
の
問
題
が
独
立
し
て

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
う
ら
面
の
「
書

く
」
の
指
導
が
し
や
す
い
こ
と
で
す
。

○
副
教
材
メ
ー
カ
ー
の
単
元
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ご

要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

★
「
話
す
・
聞
く
」
の
評
価
に
使
え
る
回
が
年
間
２
〜

４
回
、
ほ
し
い
こ
と
で
す
。

　
　

こ
の
観
点
の
評
価
は
、
「
聞
き
取
り
テ
ス
ト
」
だ
け

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
授
業
で
の
活
動
評
価
に

は
、
ど
う
し
て
も
教
員
の
主
観
が
入
り
が
ち
で
す
。

　

副
教
材
メ
ー
カ
ー
の
単
元
プ
リ
ン
ト
に
、
音
声
は
使

わ
ず
、
ス
ピ
ー
チ
や
話
し
合
い
の
場
面
の
文
章
を

使
っ
た
課
題
が
あ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
ま
と
め
の
部

分
や
、
途
中
の
発
言
の
部
分

を
書
か
せ
る
問
題
で
あ
っ

て
い
い
と
思
い
ま
す
。

 

○
ど
の
よ
う
な
教
材
を
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

★
当
校
で
は
、
自
作
で
も
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
、
副
教
材
メ
ー
カ
ー
の
単
元
プ
リ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
　

使
用
目
的
は
、
単
元
ご
と
の
評
価
の
た
め
で
す
。

○
定
期
テ
ス
ト
と
単
元
プ
リ
ン
ト
と
の
評
価
の
バ
ラ
ン

ス
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

★
観
点
ご
と
に
て
い
ね
い
な
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
定
期
テ
ス
ト
、
単
元
プ
リ
ン
ト
、
自
作
の
テ
ス

ト
、
授
業
、
提
出
物
ご
と
に
、
観
点
、
特
性
、
比
重

が
異
な
り
ま
す
。
簡
単
に
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
　

敢
え
て
答
え
れ
ば
、
定
期
テ
ス
ト
50
〜
60
％
、
単

元
プ
リ
ン
ト
10
〜
20
％
で
し
ょ
う
か
。

　
　

単
元
プ
リ
ン
ト
で
は
、
「
知
識
」
「
理
解
」
に
比

重
を
置
き
ま
す
。

　
　

い
っ
ぽ
う
、
「
表
現
」
の
評
価
で
は
、
英
作
文
の

独
自
課
題（
生
活
作
文
）を
与
え
ま
す
し
、
「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
の
評
価
に
は
、
授
業
で
の
活
動
・
発

表
の
態
度
・
成
果
が
重
要
で
す
。

○
単
元
プ
リ
ン
ト
を
、ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

★
１
単
元
（
L
E
S
S
O
N
）
ご
と
に
、
最
後
の
２
単

位
時
間
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

①
１
単
位
時
間
（
45
〜
50
分
）
で

　

・
自
習
（
単
元
プ
リ
ン
ト
の
た
め
の
予
習
）
５
〜
10
分

　

・
単
元
プ
リ
ン
ト
（
両
面
）
実
施
時
間
20
分
※

　
　

（
※
１
年
初
期
は
、
25
分
）

　

・
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト（
別
の
メ
ー
カ
ー
の
も
の
）10
分

　

②
採
点
は
自
分
（
先
生
）
が
、
す
べ
て
行
う
。

　

③
次
の
１
単
位
時
間
で

　

・
ま
ず
、
総
評
を
す
る
。
こ
の
単
元
を
学
ん
だ
目
的
、
誤

答
の
多
か
っ
た
点
の
指
摘
、
次
の
「
L
E
S
S
O
N
」

へ
の
課
題
を
提
示
。

　

・
採
点
答
案
と
解
説
・
解
答
を
生
徒
に
渡
す
。

　

・
事
後
指
導
。
生
徒
の
誤
答
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
、

重
要
点
に
つ
い
て
行
う
。

○
毎
回
、生
徒
さ
ん
に
多
く
事
後
指
導
さ
れ
て
い
る
の
は
？

★
単
語
の
並
べ
か
え
が
多
い
で
す
。
日
本
語
と
は
異
な

る
語
順
や
文
法
、
語
形
変
化
が
含
ま
れ
、
解
答
は
で

き
る
の
で
す
が
、
誤
答
が
と
て
も
多
い
の
で
、
重
要

と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
単
元
プ
リ
ン
ト
の
両
面
を
20
分
で
、
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
？

★
普
通
に
、
20
分
で
、
両
面
を
解
か
せ
て
い
ま
す
。
１

年
生
の
初
期
だ
け
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
て
い
ね
い

に
書
く
の
で
、
25
分
で
解
か
せ
て
い
ま
す
。

○
年
間
指
導
計
画
に
、
こ
の
２
時
間
を
組
み
込
む
こ
と

は
、
大
変
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
…
…
。

★
当
校
の
英
語
科
で
は
、
レ
ベ
ル
別
指
導
（
２
グ
ル
ー

プ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
両
グ
ル
ー
プ
で
、
進
度

が
揃
わ
な
い
こ
と
も
、
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

「
待
つ
」
と
い
う
こ
と
に
決
め
て
い
ま
す
。

○
ご
採
用
の
副
教
材
に
決
め
ら
れ
た
理
由
は
？

★
問
題
の
質
が
良
い
こ
と
が
前
提
で
す
が
、

①
各
回
、
各
観
点
の
配
点
の
比
率
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

が
大
切
。

②
最
近
は
、
前
年
の
解
答
が
次
年
度
に
渡
ら
な
い
よ
う

に
、
毎
年
、
採
択
メ
ー
カ
ー
を
変
え
る
方
針
に
し
て

い
る
。

○
い
ろ
い
ろ
な
出
版
社
の
プ
リ
ン
ト
を
お
使
い
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
全
般
的
な
ご
要

望
、
ご
不
満
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

★
２
点
あ
り
ま
す
。

　

①
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
の
中
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ

る
こ
と
。　

　
　

英
語
で
は
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
見
な
が
ら
答
え

る
問
題
が
あ
る
が
、た
と
え
ば
、「
s
t
a
t
i
o
n
」

（
駅
）
と
い
う
単
語
を
想
起
さ
せ
た
い
問
題
で
、
新

幹
線
の
車
両
の
入
っ
た
ホ
ー
ム
の
写
真
が
載
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
「
s
t
a
t
i
o
n
」（
駅
）
で
は

な
い
の
で
、
問
題
を
解
か
せ
る
前
に
、
「
こ
れ
は
駅

で
す
」
と
い
う
説
明
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

こ
れ
は
困
る
。

②
教
科
書
と
、
単
元
プ
リ
ン
ト
の
学
習
内
容
の
バ
ラ
ン
ス

の
問
題
。

　
　

教
科
書
の
「
w
o
r
d 

t
r
e
e
」
は
補
充
的
な

ペ
ー
ジ
な
の
だ
が
、
出
版
社
の
プ
リ
ン
ト
は
、
そ
こ
が

多
く
扱
わ
れ
て
い
て
、
不
整
合
を
感
じ
る
。



数
学
科

保
健
体
育
科

社
会
科

理
科
科

○
ど
ん
な
教
材
を
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

★
ワ
ー
ク
は
教
科
書
会
社
の
問
題
集
を
使
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
自
作
で
す
。

○
市
販
の
単
元
プ
リ
ン
ト
を
お
使
い
に
な
ら
な
い
理
由

は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

★
今
、
自
分
が
指
導
し
て
い
る
生
徒
と
は
、
合
い
ま
せ

ん
。
市
販
の
も
の
は
、
中
位
を
中
心
に
カ
バ
ー
し
よ

う
と
す
る
。
現
場
の
私
は
、
低
位
の
生
徒
の
学
力
を

上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
っ
ぽ
う
、
私
学
の
上
位

校
を
受
け
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　
　

計
算
の
領
域
で
は
、
市
販
の
プ
リ
ン
ト
類
は
使
え
ま

す
が
、
課
題
は
、
関
数
・
図
形
で
す
。
こ
の
領
域
で

は
、
市
販
の
教
材
で
、
低
位
向
け
に
も
、
上
位
向
け
に

も
、
包
括
的
に
活
用
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
先
生
の
ご
自
作
の
単
元
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
、
お
教

え
く
だ
さ
い
。

★
こ
れ
が
現
物
で
す
。

 

「
単
元
別
テ
ス
ト　

第
２
章　

文
字
と
式　

そ
の
１
」

　
　

テ
ス
ト
の
右
側
に
は
、
大
き
く
、
日
本
語
の
語
群

や
、
「
数
」
や
「
符
号
」
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
プ
リ
ン
ト
は
、
お
も
て
面
が
、
極
端
に
優
し

く
、
う
ら
面
の
最
後
の
問
題
は
、
厳
し
く
つ
く
っ
て

あ
り
ま
す
。

　
　

市
販
の
プ
リ
ン
ト
で
は
、
難
し
い
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　

お
も
て
・
う
ら
で
、
こ
の
よ
う
に
一
貫
し
た
流
れ

が
つ
く
れ
る
の
は
、
実
際
に
授
業
で
指
導
し
て
い
る

現
場
教
員
だ
か
ら
で
す
。

○
単
元
プ
リ
ン
ト
へ
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
な

手
段
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
自
作
し
て
い
ま
す
が
、
現
物

を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

・
「
円
」
と
は
何
か
。

　

・
「
円
周
」
と
は
何
か
。

　

か
ら
、
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

・
「
円
」
だ
け
で
15
回
・
30
ペ
ー
ジ
。

　

・
最
後
は
、
「
円
周
の
ｎ
等
分
」
の
角
度
計
算
。

　
　

当
校
の
数
学
科
で
は
、
レ
ベ
ル
別
指
導
（
２
グ

ル
ー
プ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
配
る
種
類
、
回
数
を
変
え

て
い
ま
す
。

○
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
、
お
聴
き
し
た
い
の
で
す
が
、

今
の
生
徒
さ
ん
の
学
習
態
度
に
つ
い
て
、
お
気
づ
き

の
点
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

★
ゆ
っ
く
り
と
考
え
る
こ
と
が
苦
手
な
よ
う
で
す
。
今

の
中
学
生
に
と
っ
て
、
静
止
画
よ
り
、
絶
え
ず
動
く

も
の
が
自
然
な
の
で
す
。
教
員
の
ほ
う
も
、
速
度
感

を
も
っ
て
指
導
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
今
、
評
価
用
の
プ
リ
ン
ト
を
採
用
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？

★
副
教
材
メ
ー
カ
ー
の
も
の
を
、
２
年
前
か
ら
採
用
し

て
い
ま
す
。

○
採
用
さ
れ
た
「
き
っ
か
け
」
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

★
定
期
テ
ス
ト
の
学
力
点
が
低
く
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

記
号
解
答
の
正
答
率
は
よ
い
の
で
す
が
、
記
述
解
答

の
正
答
率
が
低
か
っ
た
の
で
す
。

○
ど
の
よ
う
に
、
使
用
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

★
年
間
、
問
題
も
、
解
説
・
解
答
も
、
「
ト
ジ
」
本
の

形
で
納
入
し
て
も
ら
い
、
使
っ
て
い
ま
す
。

　
　

問
題
も
、
解
説
・
解
答
も
、
最
初
に
渡
し
て
い
ま

す
。
生
徒
の
自
己
採
点
で
す
が
、
誤
答
の
修
正
を
指

導
し
て
い
ま
す
。

　
　

定
期
テ
ス
ト
ご
と
に
提
出
さ
せ
て
、
評
価
に
加
え

て
い
ま
す
。

○
こ
の
単
元
プ
リ
ン
ト
を
採
用
さ
れ
て
、
効
果
は
あ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？

★
勉
強
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ど
こ
が
定
期
テ
ス
ト
に
出
る
か
、
絞
り
込
め
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

○
今
、
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
単
元
プ
リ
ン
ト
に
つ
い

て
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

★
ま
ず
、
武
道
の
回
で
す
。

　
　

柔
道
、
剣
道
、
相
撲
の
三
競
技
で
１
回
は
、
足
り

な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
れ
か
一
つ
の
競
技
を
選
ぶ
の

で
、
一
競
技
１
回
を
基
本
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

ま
た
、
実
技
資
料
集
と
の
整
合
性
と
い
う
点
が
あ

り
ま
す
。
実
技
資
料
集
に
載
っ
て
い
な
い
も
の
が
、

単
元
プ
リ
ン
ト
に
出
て
く
る
こ
と
は
、
特
に
な
く
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
、
評
価
用
の
プ
リ
ン
ト
を
採
用
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？

★
ま
っ
た
く
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

○
使
わ
れ
な
い
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

★
そ
う
い
う
副
教
材
（
単
元
プ
リ
ン
ト
）
の
存
在
を
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
今
、
先
生
の
ご
自
作
の
プ
リ
ン
ト
を
拝
見
し
て
い
ま

す
。
記
述
問
題
２
問
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

小
社
の
、
単
元
プ
リ
ン
ト
よ
り
も
、
も
っ
と
範
囲
が

細
か
く
、
解
答
の
自
由
度
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
、

採
点
も
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

★
こ
の
プ
リ
ン
ト
は
、
公
民
の
「
派
遣
労
働
」
が
テ
ー

マ
で
す
が
、
採
点
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
○
×
は
つ
け

ま
せ
ん
。
答
え
が
決
ま
ら
な
い
も
の
を
、
敢
え
て
出

題
し
て
い
る
の
で
す
。

○
先
生
が
生
徒
全
員
分
を
「
採
点
」
で
な
く
、
「
評

価
」
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

★
も
ち
ろ
ん
、
評
価
に
加
え
て
い
ま
す
。

○
こ
の
よ
う
な
プ
リ
ン
ト
を
、
年
間
、
何
回
自
作
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。

★
こ
の
公
民
分
野
で
、
３
〜
４
の
単
位
時
間
で
１
回
で

す
。
地
理
分
野
は
そ
れ
よ
り
も
多
く
、
歴
史
分
野
は

少
な
い
で
す
。

○
先
生
は
、
副
教
材
そ
の
も
の
を
採
用
さ
れ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

★
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
使
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
復
習

用
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

○
市
販
の
単
元
プ
リ
ン
ト
と
い
う
も
の
に
、
全
く
ご
興

味
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

★
最
初
に
い
っ
た
と
お
り
、
そ
う
い
う
教
材
の
存
在
を

知
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。

　
　

「
知
識
・
理
解
」
の
評
価
で
活
用
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
使
う
意
味
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
見
本

を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
、
単
元
プ
リ
ン
ト
を
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

★
今
は
、
副
教
材
メ
ー
カ
ー
の
単
元
プ
リ
ン
ト
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

○
ご
使
用
目
的
は
、
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
ま
す
か
？

★
「
評
価
」
直
結
と
い
う
よ
り
は
、
生
徒
の
学
習
の
ふ

り
返
り
の
た
め
の
プ
リ
ン
ト
と
し
て
、
主
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

　
　

理
科
は
、
実
験
・
観
察
を
中
心
に
し
た
学
習
を
す

る
教
科
で
す
。
プ
リ
ン
ト
は
、
生
徒
へ
の
意
識
づ
け

と
し
て
、
重
要
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

短
い
、
細
か
い
学
習
サ
イ
ク
ル
で
、
ふ
り
返
る
こ

と
。
そ
れ
が
、
次
の
学
習
へ
の
き
っ
か
け
、
動
機
を

形
成
し
、
そ
の
く
り
か
え
し
が
、
生
徒
の
学
習
習
慣

を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。

○
単
元
プ
リ
ン
ト
の
具
体
的
な
実
施
形
態
に
つ
い
て
、

お
教
え
く
だ
さ
い
。

★
基
本
的
に
は
、
単
元
末
の
ま
と
め
用
で
す
が
、
臨
機

応
変
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　
　

授
業
の
ま
と
め
に
使
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
定
期
テ

ス
ト
前
に
、
宿
題
プ
リ
ン
ト
に
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
状
況
に
よ
っ
て
、
使
い
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
、

こ
う
い
う
プ
リ
ン
ト
の
便
利
な
と
こ
ろ
で
す
。

○
採
点
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

★
「
単
元
末
の
ま
と
め
」
テ
ス
ト
と
し
て
、
学
校
で
実

施
す
る
場
合
は
、

　

①
１
単
位
時
間
で
実
施
、
そ
の
時
間
内
で
採
点
。
採
点

は
、
生
徒
の
相
互
採
点
。
○
・
×
の
み
と
す
る
。

　

②
そ
の
答
案
を
、
私
（
先
生
）
が
回
収
し
、
短
文
記

述
の
部
分
は
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

③
そ
の
プ
リ
ン
ト
は
、
定
期
テ
ス
ト
前
に
、
生
徒
に

返
す
。
プ
リ
ン
ト
か
ら
、
定
期
テ
ス
ト
に
全
く
同

一
の
問
題
は
出
さ
な
い
。
類
題
を
出
す
。

○
現
在
、
ご
採
用
の
単
元
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
の
ご
要

望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

★
観
点
を
、
大
問
ご
と
に
統
一
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

小
問
ご
と
に
厳
密
に
観
点
を
設
定
す
る
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
問
の
主
観
点
は
、「
こ
こ
」

で
、
そ
こ
に
他
の
観
点
が
あ
っ
て
も
、
主
観
点
に
到

達
す
る
課
程
と
み
な
し
て
、
１
大
問
・
１
観
点
と
い

う
、
大
ら
か
な
設
定
、
配
点
と
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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